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中心市街地活性化のための方策 
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(財) 国際貿易投資研究所 研究主幹 

研  究  ノ  ー  ト

 

全国でいわゆるシャッター街と称される商店街が出現するようになっ

て久しい。まるでくしの歯が抜けるように商店が廃業に追い込まれている。 

政府は中心市街地の活性化を図るために基本方針を打ち出している。多

様な都市機能の集積が地域住民、事業者、高齢者にとって暮らし易い生活

環境を提供し、地域の核として機能するものとしている。 

また中小企業庁も活性化の事例調査を発表している。これらのレポート

にはイベントの効果、商店街のハード面での整備等を提示しているが、必

ずしもうまくいっていない。そこには単に中心市街地を活性化すれば良い

という、その衰退の要因となった郊外大型店との客の奪い合いを想定して

おり、地域全体としては「ゼロサムの世界」といえる。 

中心市街地の活性化にはその土地の歴史・風土に鑑み、地域以外からの

集客を念頭に置く必要があろう。 
 

 

Ⅰ 中心市街地衰退と活性化の

理念 

 

１．中心市街地の衰退の要因 

全国の商店街が衰退していわゆる

シャッター街となりつつある。人の

往来が少なくなり、老齢化による商

店主の後継問題もあり、商店街とし

ての機能がなくなりつつある。 

商店街はいろいろな販売商品をも

つ個々の店が集積することにより存
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在価値を発揮出来る。その商店のい

くつかが欠けることにより、致命的

な打撃を受けることとなる。まさに

中心市街地は商業、業務、居住等の

都市機能が集積し、長い歴史の中で

文化、伝統をはぐくみ、各種機能を

つちかってきた地域といえる。 

中心市街地の衰退の要因は次の点

にある。 

1. 大規模の集客商業施設が郊外に立

地されたこと。いわゆる大型スー

パー等は大型の駐車場をもち、商

品も各種そろえ、ワンストップで

購買出来る機能をそなえている。

そのため商品群を提供出来る。さ

らに大量仕入れにより小さな個人

商店よりも安価に提供出来ること

により中心市街地からショッピン

グ客を奪うこととなった。 

2. モータリゼーションの進展により、

車での移動が容易になった。ちょ

っとした買物も車に頼るようにな

った。そのため中心市街地には駐

車スペースが乏しく、手軽に車で

出かけることが困難なこととなっ

ている。 

3. 中心市街地の土地価格は周辺部と

比較して高いため、核家族化が進

み新たな家屋の取得のために郊外

へと移っていく。そのため中心市

街地の住民は老齢化が進展するこ

ととなる。 

4. 行政のサービス部門も郊外移転が

進む。新たにもうける必要がある

医療施設、老人用施設等は郊外へ

と発展していくこととなる。 

5. 中心市街地の商店が少しずつ、櫛

の歯が抜けるように廃業していく

と、商業集積地としてのワンスト

ップ購入機能がそこなわれるよう

になり、次第にショッピングの客

の足も遠のいてしまうこととなる。 

 

２．中心市街地活性化の目標 

政府は平成18年9月に閣議決定さ

れた「中心市街地の活性化を図るた

めの基本的な方針」の中で、その目

標を次のように定めている。 

中心市街地の活性化は、中心市街

地に蓄積されている歴史的・文化的

資源、景観資源、社会資本や産業資

源の既存ストックを有効活用しつつ、

地域の創意工夫をいかしながら、地

域が必要とする事業等を、総合的か

つ一体的に推進することにより、地

域が主体となって行われるべきもの
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であり、これを通じて次の目標を追

求すべきであるとしている。 

①人口減少・少子高齢社会の到来に

対応した、高齢者も含めた多くの

人にとって暮らしやすい、多様な

都市機能がコンパクトに集積した、

歩いて暮らせる生活空間を実現す

ること。 

②地域住民、事業者等の社会的、経

済的、文化的活動が活発に行われ

ることにより、より活力ある地域

経済社会を確立すること。 

また、効果的かつ効率的な民間及

び公共投資を実施することにより、

インフラの整備・維持管理コストの

縮減、各種公共的サービスの効率性

の向上等を実現することも追求する。 

さらに、中心市街地の活性化によ

り効果を周辺地域にも波及させるこ

とにより、様々な地域の活性化に結

びつける必要があり、ひいては国民

生活の向上と健全な発展を図らなけ

ればならないとしている。 

 

３．中心市街地は地域の核として

機能 

仮に活性化された中心市街地は、

どのような機能の提供が可能となる

のであろうか。いわば活性化の意義

を、閣議決定の中で次のように述べ

ている。 

活性化された中心市街地は、 

①商業、公共サービス等の多様な都

市機能が集積し、住民や事業者へ

のまとまった便益を提供できるこ

と。 

②多様な都市機能が身近に備わって

いることから、高齢者等にも暮ら

しやすい生活環境を提供できるこ

と。 

③公共交通ネットワークの拠点とし

て整備されていることを含め既存

の都市ストックが確保されている

とともに、歴史的・文化的背景等

と相まって、地域の核として機能

できること。 

④商工業者その他の事業者や各層の

消費者が近接し、相互に交流する

ことによって効率的な経済活動を

支える基盤としての役割を果たす

ことができること。 

⑤過去の投資の蓄積を活用しつつ、

各種の投資を集中することによっ

て、投資の効率性が確保できるこ

と。 

⑥コンパクトなまちづくりが、地球
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温暖化対策に資するなど、環境負

荷の小さなまちづくりにもつなが

ること。 

 

以上のように、中心市街地はその

地域の核としての機能を発揮するこ

とにより、地域の発展に重要な役割

を果たすことが期待できる。このま

ま手をこまねいて何もしないで、衰

退をくいとめられなければ、地域の

大きな損失となる。社会的、経済的、

文化的活動の拠点として魅力ある中

心市街地を形成することを図ること

は、極めて重要である。 

 

Ⅱ 活性化に向けた戦略 

 

１．活性化に結びつく７つの切り口 

中小企業庁がまとめた「商店街活

性化に係る事例調査研究」（平成 19

年 3 月）は、全国の商店街がとりく

んでいる対策で、地域の活性化に結

びついた事例を 7 つの切り口で整理

しそれを取り組みについての方向性

として打ち出している。つまり、商

店街の活性化に向けた目指すべき戦

略を提示している。その中味をみて

みよう。 

（１）「空き店舗を活用したい、施

設を利用して地域の活力を与

えたい」 

再開発ビルを多目的の地域交流文

化施設に変え、コミュニケーション

施設として講演会、映画・演劇ホー

ルとして利用したり、子育て支援の

事業、高齢者支援の事業を行ってい

る。施設の運営や子育て、高齢者の

支援は NPO 法人やボランティアグ

ループによるものとし、地域の力を

利用して商店街に人が集まってくる

仕組みを作っている。 

 

（２）「商店街の価値や魅力を高め

たい」 

商工会議所の指導によるチャレン

ジショップ・新規開発支援、空き店

舗に商店街による新規店舗の誘致、

アンテナショップの誘致等があげら

れている。 

新規開店や誘致の対象となる商店

は、「手造りの商品」「特定の産地」

等に特化し、その特色を鮮明にして

いる。既存の商店にあっても、一店

逸品運動のように、自店の魅力を高

めて商店の個性化を図っていくやり

方を推奨している。 
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（３）「地域の資源や特性を活かし

た取り組みを生かしたい」 

地域や商店街の特産品を新たにブ

ランドとして育成し、それを核とし

て活性化を図ることとしている。し

かしながら、実際には、空き店舗や

コミュニケーション施設の活用に、

これらの新規ブランド品を利用する

方法である。 

 

（４）「地域に貢献する事業に取り

組みたい」 

地域に貢献するコミュニティビジ

ネスを立ち上げることにより、活性

化を図るものである。コミュニティ

ビジネスは地域の人々が主体となっ

て運営するビジネスといえよう。ビ

ジネスの中味は全く新しいビジネス

として葬儀セレモニーをはじめたり、

TMO 主体のバス運行を実行したり

する。また、これまでにも述べた特

産品の販売や産直品の特売を行うが、

これを行う主体は地域の人々である。 

 

（５）「地域の人々が安心して集う

ことができる商店街にしたい」 

環境にやさしい町づくり、安心し

て買物が出来るような町づくりの例

が挙げられている。 

さらに景観やファサードの整備、

外観、看板の規制等による環境整備

についても述べているが、これは商

店街の人々が町づくり協定や市民協

定を締結し、それを実行に移しては

じめて実現できる。地域の人々のま

とまりがなければ何も生まれない。

大切なことは地域の連帯といえる。 

 

（６）「商店街の組織強化や地域の

団体等との協力により取り組

みを行いたい」 

商店街内の組織が弱体化していて、

何も出来ない状況から脱却するため、

組織強化が活性化のための活動を可

能にするとしている。考えてみれば、

様々な取り組みには組織としてまと

まった力がなければならない。まず

は組織強化ありである。さらに、NPO

法人、大学、高校等、地域の団体組

織との連携でイベントや子供のケア

に取り組んでいる例をあげている。 

 

（７）「販促活動や消費者に向けた

情報発信を行いたい」 

販促活動で最も効果の高いものは

イベントであろう。それも単発では
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なく、出来る限り長く続けなければ

効果が大きくならない。長い期間を

続ける中で、認知度が高まりより多

くの来客が見込めるようになる。出

来るだけお金をかけないでイベント

を開催することが長く続けられる秘

訣となるようだ。またイベントの中

味にも地域のもつ伝統的かつ貴重な

財を展示すると、観光客を含めてよ

り多くの来客がある。 

販促のツールもインターネットで

の商店街の紹介やポイントカード、

スタンプの利用を紹介している。 

 

２．多種多様な補助金の活用 

「商店街の活性化に係わる事例調

査研究」では、上記 7 つの切り口で

53 の事例を紹介している。これらの

商店街で活用された補助金・助成金

は 48 種に及んでいる。 

中央官庁による国の補助金の他に

地方自治体や第 3 セクターによるも

のも多い。国の補助金は 7 種であり、

その他自治体等の補助金の方が多い。

補助金の中味も多種多様で、しかも

多年度にわたり利用されている。つ

まり商店街の活性化のためにいろい

ろな補助金が各階層レベルで用意さ

れているということである。それだ

け商店街の活性化は重要なテーマで

あると同時にいわゆるシャッター街

と称されるような衰退が進行してい

る証拠でもある。補助金をつぎ込ん

でもなんとか衰退をくいとめなけれ

ばならないという決意でもある。 

しかし必ずしも補助金でうまくい

っているとは言えないようだ。何故

ならばうまくいき成功事例と言われ

る先進事例があるにもかかわらず、

各地の商店街は苦しんでいる。私見

を述べれば、商店街の組織の力が新

しいことを実行するには力不足とな

っているのではないかと思われる。

「なんとかしなければいけない」と

いう切迫感がなく、これまでの蓄え

で食べていける程度のそこそこの生

活感に支配されていては組織として

のまとまった力は出ない。 

 

Ⅲ 中心市街地活性化の成功事例 

 

商店街の衰退が指摘されて久しい。

これまで多くの商店街自身、政府が

一体となった活性化等を講じてきた。

しかし、シャッター街は増加する一

方である。中小企業庁は平成 18 年、
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がんばる商店街として 77 カ所を発

表した。 

 

１．イベントが最大の集客効果 

実際に商店街や街のにぎわいにつ

ながっているものを「にぎわいあふ

れる商店街」として全国から 32 ヵ所

を紹介した。ここで紹介された 32

ヵ所のうち、イベントによるにぎわ

いは最多の 12 カ所であった。「アイ

デア商店街」として全国から 30 カ所

を紹介しているが、そのうちイベン

トを紹介したのが 7 カ所であった。

イベントはいわば現代の祭りである。

やはり、にぎわいを取り戻すにはイ

ベントによるものが一番効果がある。

多くの人は「きっかけ」を待ち望ん

でいる。かつてお祭りの到来を多く

の人が待ち望んでいた心情と同一と

いえよう。そこに点火すれば人は集

まって来る。 

しかしイベントにもそれなりのマ

イナス点があることは指摘されてい

る。1 つは一過性のにぎわいで継続

性のあるものではないこと、2 つは

イベント疲れといわれるように、イ

ベントの実施には大きなエネルギー

が必要である、事務局の疲労感が累

積していくこと、3 つは予算の問題

である。自前の予算で多くのイベン

トを実行するほどには多くの商店街

は裕福ではない。事実イベントでに

ぎわいをおこした商店街の問題点と

して、マンネリや、常に新しいイベ

ントを考える必要性、費用負担の問

題を指摘する声は多い。 

イベントには回数は少ないが集客

効果は大きい大型イベントと、小規

模だが回数を数多く行う回数型が紹

介されている。またイベントを毎年

繰り返すことにより歴史的イベント

となることもある。以下、それぞれ

のタイプを紹介しよう。 

 

２．大型イベント・佐世保の例 

大型イベントでの成功事例とみな

されているのは佐世保市内の商店街

である。 

まちは人が集まり、交流し、感動

と美しさを感じる場であるべきとい

う考えから、平成 8 年度より「きら

きらフェスティバル」が実施されて

いる。商店の売り上げには直接結び

つかなくてもよいとしている。 

街内に飾られる 100 万個のイルミ

ネーションの購入費は市民による 1
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口 1,000 円の募金で賄われている。

アーケードを開放し、1 人千円の参

加費で持ち込み自由という「きらき

ら大パーティ」には約 5,000 人の参

加があるなど、ユニークな市民参加

型のイベントが実施されている。 

イベント期間中はコンサートや仮

装大会など多数の行事が開催される

ほか、まちなかでの結婚式「きらき

らウェディング」が実施されるなど、

住民から強い支持を得ている。 

「YOSAKOI させぼ祭り」は、市

内 13 会場を舞台に 20 万人を集める

規模で、地元住民をはじめ遠くは韓

国からの参加者もあるなど、市内最

大のイベントとして成長した。 

ここに挙げられた事例は市民参加

型のイベントである。多くの市民が

集まり、祭りに参加している。市民

の一体感が大型イベントの成功要因

となる。 

 

３．小規模イベント・東京都板橋

区の例 

東京都板橋区のハッピーロード大

山商店街は半年間で 20 回のイベン

トを実施する。 

ショップ店頭や商店街のスペース

を活用して、板橋区と交流のある 9

つの市町村スタッフによるふるさと

イベントを週末に開催している。 

例えば、商店街をすいか一色にし

た尾花沢すいかまつりをはじめ、ア

ーケードを長崎ランタンで装飾する

長崎の伝統芸能蛇踊りの披露や、商

店街に妙高市の 4 大温泉の足湯を設

置したり、商店街のど真ん中に鴨川

市の乳牛が登場して搾乳体験を実施

するなど通常の商店街イベントでは

考えられない、参加地域の現場感覚

ならではのおもしろいイベントを随

時開催している。 

開店前のプレイベントを含め、平

成 18 年 4 月までの約半年間で 20 回

ものふるさとイベントを開催した。

商店街だけでイベントを実施しよう

とすると、経費、企画、人の問題で

年に数回が限度であり、内容もマン

ネリ化してしまうが、板橋区や参加

市町村と連携することにより、多彩

なイベントを開催することが可能と

なった。 

 

４．歴史的イベント・秩父市の例 

イベントも毎年回を重ねると歴史

になる。埼玉県秩父市のみやのかわ
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商店街は「ナイトバザール」を毎月

第 3 土曜日に既に 222 回以上実施し

ている。 

約 20 年前に商店街の活性化につ

いて、宮側町共栄会青年部近代化研

究会が結成された。研究会で何を実

施するか検討が行われたところ、消

費者の生活行動が夜型に移行してい

ることに着目し、地域の伝統祭りで

ある「秩父の夜祭」にヒントを得て

「ナイトバザール」が実施されるこ

ととなった。 

郊外型大型店と中心市街地商店街

の顧客獲得競争の中で、商店街自ら

が努力し、活性化が図られているの

が秩父である。イベントは 222 回以

上開催されたが同じ出しものは一度

も行われずに活性化が図られている。

今や「ナイトバザール」は秩父の夜

市として固有名詞化された。 

商店街を取り巻く環境は毎年悪化

をたどっているが、そのような環境

の中で地域に密着したナイトバザー

ルは、日本経済新聞 2005 年 2 月訪ね

てみたい商店街ベスト 5 にランクさ

れた。多くの人達の交流の中で、毎

年新たなる街づくりや人づくりが行

われ商店街の活性化が図られている。 

５．商店街施設等の整備 

イベントの次に多いのはハード面

での整備である。先に述べた「にぎ

わいあふれる商店街」32 例のうち 6

件、「アイデア商店街」の 30 件中 8

件で、計62カ所のうち14件になる。 

具体的な事例を紹介すると、空き

店舗を利用して物販コーナーや喫茶

コーナーを作り、観光客の回遊性を

強化した兵庫県篠山市の事例がある。

その概要は以下のとおり。 

ささやま工房 風花（かざばな）・

篠山市の例 

中心市街地商店街の二階町西方面

への回遊性強化を図るため、下二階

町の空き店舗を活用して平成 16年 9

月に「ささやま工房 風花」をオー

プンする。建物は木造 2 階建てで、1

階部分 50 坪あまりの店内で花や雑

貨、委託品の販売等を行っている。

園芸体験教室やBOXショップ（BOX

ごとのスペース貸し）も行っており、

店内奥には喫茶コーナーがある。こ

の喫茶コーナーや中庭を使って「バ

ロック演奏会」や「ファッションシ

ョー」「ガーデンパーティー」等のイ

ベントを開催している。また、中庭

の奥には昔ながらの趣がある蔵が残
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されており、蔵の中では生活骨董品

を販売している。 

事業の効果としては「ささやま工

房 風花」によって、観光客のみな

らず 30～50 歳代中心に多数の地元

客の集客があり、二階町をメインと

する横軸の流れが増加し、動線強化

対策の足がかりとなった。 

 

施設の整備・建設はいわゆるハー

ド面での整備である。しかしこのよ

うな施設の整備を行ってもそれだけ

では活性化が必ずしも図られず、イ

ベントによる集客が欠かせない。結

局はイベントの問題に集約されてい

くようだ。 

 

６．伝統的な街並の保存 

同じハード面の整備にあっても、

伝統的な街並の保存に情熱をかける

商店街がある。例えば福島県会津若

松市の事例は以下のとおりである。 

 

（１）明治・大正・昭和の建物保存・

会津若松市の例 

衰退した状況に危機感を抱いた地

元有志は、なんとか再生する糸口を

みつけようと、七日町通りの状況を

自分達の足で歩いた。通りの建物は

トタンやサッシに隠されてしまって

いるが、その中には明治・大正・昭

和初期の歴史のある建物が眠ってお

り、これを活かした街並みづくりが

活性化のポイントではないかと考え

た。この取り組みへの理解とともに

平成 6 年 3 月「七日町通りまちなみ

協議会」が発足した。この協議会に

より景観による街並み整備が行われ

た。 

七日町通りを三つの地区に分け、

それぞれ、街並み協定を結び、その

まちづくりのテーマに沿った建物を

修景したり、けばけばしい看板を撤

去したり、自然素材を用いた看板を

設置したり、店先に植物を植えたり

している。 

また「大正浪漫調」をコンセプト

に空き倉庫を会津ブランド館として

改装した。緑を基調としたレトロな

洋館造りとなっている。1 階は、会

津地方の市町村が連携した“会津ブ

ランド認定品”や“地域産品”、安全

で安心な食品などの展示・販売スペ

ースとなっている。 
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（２）蔵の補修、改修・奥州市の例 

岩手県奥州市の事例は、100 棟を

こえる「蔵」を補修・改修し「蔵」

を生かした街づくりである。その概

要は以下のとおり。 

岩手県奥州市江刺区「岩谷堂」地

区は、商人の街として、また旧江刺

市の中心市街地として長く栄え、そ

の機能を充分に発揮してきた。その

名残として 100 棟を超える「蔵」が

市街地に存在している。しかし、都

市計画事業により市街地の再構築を

図っていく中で、歴史的に貴重な財

産である「蔵」が取り壊されていっ

た。 

そこで江刺の財産として数多く残

る蔵に着目し、この歴史的建造物を

後世に残し、活用し、人を呼び込み

たいと考え、街づくりガイドライン

「黒船百年計画」を提案し、数多く

残る「蔵」を活かそうと考えていた

市内商店街を覚醒させ、街の再生に

向けて本格的な取り組みが始まった。

その街づくりの核となっているのが

ガラス製品販売とガラス工房からな

る「黒壁ガラス館」である。 

この黒壁ガラス館を中心に、民間

でも蔵を活用した店舗が次々と開設

され、蔵の町並み形成が進められて

いる。 

この動きと連携し、回遊性を創出

する歩行環境を整備した歩行者専用

道路「蔵町モール」の整備や、ステ

ンドグラスを取り入れた街路灯整備、

「音」をテーマとした街づくりの取

り組み等、民間の動きに官も連動し

て街づくりを行っている。 

 

７．商店街のミュージアム化 

商店街活性化の事例で 4 件と極め

て少数ではあるが、商店街自体を博

物館として売り出すところがある。

各商店に少しずつ展示し、全体でみ

ればミュージアムを形成することと

なる。 

 

（１）昭和ミニ資料館・山形県高畠

町の例 

山形県高畠町では各商店が昭和時

代を表現する「展示品」を店舗の中

や前面に飾る。その概要は以下のと

おり。 

手に入った映画ポスターを活用し、

平成 7 年に「昭和ぐらふてぃ」とい

うイベントを開催した。このイベン

トでは、映画ポスターの展示・8 ミ
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リ映画の上映・昭和 30 年代の夏祭り

の写真や新聞の展示などを実施した。

終了後にこれらを何とか商店街活性

化に活かせないかということで、有

志の5店舗が店舗の中に昭和30年代

の品物を飾り、「昭和ミニ資料館」が

誕生した。 

その後、マスコミに取り上げられ

ることも多く、視察や観光客が訪れ

るようになると、「昭和ミニ資料館」

は、多くの話題性と来客者の評価で

知名度がアップした。 

「昭和ミニ資料館」は、空店舗の

活用もあるが、基本的には「展示品」

を店舗の中や前面に飾ることにより、

店主と来街者に「昭和」を題材とし

た会話が生まれ、地元の顧客も「資

料館を見に来たよ」ということで、

気軽に店舗へ出入りできるようにな

った。 

5 館から始まった「昭和ミニ資料

館」は、現在までに 19 館へと増えて

いる。 

 

（２）人形と屏風・新潟県村上市 

新潟県村上市では商店街が保有し

ている人形を各家々に展示し、無料

で見学出来る。全国の古い商店街で

は 3 月の節句にはひな人形を飾り、

観光客に自由に見学出来るようにし

ているところがあるが、村上の例は

人形と屏風の二本となっている。 

城下町村上の資産である町屋を生

かしたまちづくりを目指す商店街メ

ンバーが、別組織「村上町屋商人会

（まちやあきんどかい）」を設立し、

城下町村上町屋の人形さま巡りと屏

風まつりを始めたことで、市民全体

による町屋を生かしたまちづくりが

始まった。 

人形さま巡りは平成 12 年から始

まり、3 月 1 日から 4 月 3 日まで商

店街を中心とした町屋 70 軒に展示、

見学無料で公開している。 

屏風（びょうぶ）まつりは平成 13

年からで、9 月 10 日から 30 日まで

人形さま巡り同様に約 60 軒の参加

店に屏風をはじめ昔の道具などを展

示、無料見学できる。 

 

（３）商店街全体がミュージアム

化・大分県豊後高田市 

商店街のミュージアム化を徹底し

たのは、大分県豊後高田である。こ

こでは商店街全体がミュージアムと

なっている。年間 5 万人の観光客を
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見込んでスタートしたが、25 万人を

こえる観光客が訪れている。その概

要は以下のとおりである。 

既存の市街地、その歴史的背景、

まちづくりの先例といったそれぞれ

の要素を考慮し検討する中で、古く

て不便だとばかり思っていた既存商

店街が、実は歴史と伝統のある昭和

の姿をとどめた魅力があることがわ

かり、全国的にブームとなりつつあ

った「昭和」がこのまちのテーマで

あることを確信するに至る。 

「昭和」というテーマの決定後は、

行政・商工会議所・商業者の三者一

体で 1 年をかけて「まちなみ実態調

査」を実施。徹底したまちの分析か

ら既存商店街の建物の約 7 割近くが

昭和 30 年代以前のものということ

が判明。歴史を振り返る中で市が最

も元気であった昭和の商店再生に向

けた取り組みが始まる。 

まず「昭和の建築再生」として、

各商店のパラペットを外し、以前の

看板をむき出しにすることで昭和の

街並みを再現。次に「昭和の歴史再

生」として、各店に伝わる珍しいお

宝を一店一宝として展示。そして、

「昭和の商品再生」として、その店

自慢の商品販売を実施、そして最後

にお客さんと直接対話し、ふれあう

ことによる昭和 30 年代と変わらな

いおもてなしをする「昭和の商人再

生」といった 4 つのキーワードでま

ちづくりが進められた。 

空き店舗を活用したチャレンジシ

ョップや店舗の修景等に加え、商店

街に隣接する巨大な米蔵を改修し、

まちの拠点施設「昭和ロマン蔵」と

して整備、同蔵内に 10 万点を超える

古いおもちゃを展示する「駄菓子屋

の夢博物館」をオープンした。 

がんばる商店街 77 選を整理する

と、まず第 1 にイベントによる集客

でにぎわいを取り戻している例が多

いことが分かった。それも年に数回

しかやらない大型のものから数十回

も実施するミニイベントまであり、

いずれもうまくいけば大きな集客効

果が出る。これらを積み重ねていく

うちに歴史的なイベントとなり、地

域を代表するものとなっていく。そ

うなれば良い循環となって自然に人

も集まってこよう。 

次にハード面の整備により集客を

図ることが挙げられよう。コミュニ

ティプラザのような施設を整備した
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り大型の複合施設を作ったりする例

があるが、ここでは結局そのような

施設の中で何かしらイベントを開催

することで集客を図る事例となって

いる。 

ハード面の整備に入るものの伝統

的景観を保存・整備し、それを観光

資源として集客を図っている商店街

がある。この傾向は地域の特性を生

かし地域の価値がどこにあるかを見

極めているため、今後ますます発展

する可能性がある。 

最後に商店街のミュージアム化が

ある。昭和の時代やレトロを収集展

示し、それを売りものにして話題を

提供する。先の伝統的景観保存と同

様、地域の住民のみならず観光とし

ての集客も念頭に置いている。 

 

中心市街地の活性化された事例は

結局のところ、イベント頼みとなっ

たりハード面での整備となっている。

イベントは長い年月をかけて永続し

地域住民だけでなく周辺地域からの

集客が見込めるようになれば、それ

を核として活性化可能となろう。ま

たハード面の整備についても、コミ

ュニティプラザを作ったりアーケー

ドを建設するなど、かつて見た箱物

志向であれば活性化はその場限りに

終わるであろう。しかし昨今その土

地の歴史や風土を生かし、その地域

ならではの試みが図られている。い

わば「街のミュージアム化」ともい

えるものである。ここでは地域以外

からの集客、観光客の招へいを目論

んでいる。地域だけで見れば郊外大

型店と中心市街地での客の取り合い、

すなわち「ゼロサムの世界」に終始

する。ゆえに外部からの集客を目標

に据える必要がある。
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